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「
足
袋n

ce@

能
楽
堂
」
〜
コ
レ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.12

藤
井　

香

十
月
二
六
日
、〈
こ
し
が
や
能
楽
堂
〉に

於
い
て
、
実
験
的
且
つ
独
創
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
目vol.12

・
足
袋nce@

能
楽
堂
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
め
は
、『
能
楽
堂
と
創

作
舞
踊
に
つ
い
て
の
素
朴
な
問
答
』。

館
の
事
務
長
で
あ
る
尾
ヶ
井
氏
を
舞

台
に
お
招
き
し
、
当
協
会
担
当
者
と

の
問
答
に
よ
り
、
能
楽
堂
と
創
作
舞

踊
を
お
客
様
に
理
解
し
て
頂
く
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。 

そ
し
て
、い
よ
い

よ
ダ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
初
め
の

作
品「
は
な
よ
い
」

（
振
付
・
出
演
／

細
川
麻
実
子
）
で

は
、風
に
揺
ら
め

く
赤
い
ワ
ン
ピ
ー

ス
を
ま
と
っ
た

作
者
が
、三
味
線

（
演
奏
／
石
橋
拓

道
）
と
の
高
度
な

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
、時
空
を
超
え

た
エ
ッ
セ
ン
ス
ま

で
も
観
客
に
伝
え

ま
し
た
。続
く「
一

本
の
茎
の
上
に
」

（
振
付
／
江
積
志

織
、出
演
／
髙
橋

純
一・
江
積
志
織
）

で
は
、穏
や
か
で

真
摯
な
営
み
を
表
現
し
た
ダ
ン
ス
が
、

音
楽
と
共
に
観
客
の
心
に
沁
み
亘
り

ま
し
た
。「
夢
の
お
わ
り
と
そ
の
つ
づ

き
」（
振
付
／
原
島
マ
ヤ
・
佐
藤
優
子
、

出
演
／
佐
藤
優
子
）で
は
、能
舞
台
な

ら
で
は
の〔
切
り
戸
口
〕
で

の
演
出
に
よ
り
、『
終
り
を

迎
え
て
も
な
お
求
め
止
ま

ぬ
女
性
の
心
情
』
を
印
象
付

け
、「
と
も
の
花
」（
振
付
／

枻
川
真
理
子
、出
演
／
島
岡

彰
子
・
多
田
直
子
・
枻
川
真

理
子
）
で
は
、三
人
其
々
の

心
の
機
微
が
、
支
え
合
い
、

関
わ
り
合
う
こ
と
で
安
ら

ぎ
と
明
る
さ
を
蓄
え
る
様
を
綴
り
ま

し
た
。そ
し
て
、真
似
の
で
き
な
い
振

付
と
演
技
で
観
客
に
笑
い
を
、
能
舞

台
に
現
代
社
会
を
持
ち
込
ん
だ
男
性

デ
ュ
オ「Betw

een You and the 
SK

Y

」（
振
付
／
加
藤
明
志
、
出
演
／

加
藤
明
志
・
水
島
晃
太
郎
）、反
し
て
、

堅
実
な
作
り
と
演
技
で
観
客
に
息
付

く
暇
を
与
え
な
か
っ
た「
芳
一
」（
振
付
・

出
演
／
中
村
直
香
）、そ
し
て
、「
あ
の

夏
に
見
た
ふ
た
つ
の
顔
」（
振
付
／
愛

智
伸
江
、出
演
／
熊
木
梨
乃
）
で
は
、

ダ
ン
サ
ー
の
覚
醒
し
て
行
く
様
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
い
う
、得
難
い
時

間
を
共
有
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

個
性
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
飽
き

る
こ
と
を
知
ら
ず
、次
の「
奏
舞
」（
振

付・出
演
／
上
川
原
雅
子
、青
山
佳
樹
）

で
は
、能
公
演
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
頭
上
の
空
間
で
、あ
た
か
も
天
女
が

舞
う
ご
と
き
リ
フ
ト
を
し
、能
楽
堂
の

空
間
と
舞
踊
の
織
り
成
す
美
を
観
客

に
提
示
し
ま
し
た
。そ
し
て
、脇
の
下

を
ブ
ヒ
ブ
ヒ
言
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
展

開
し
た「
ワ
キ
の
に
ほ
い
を
ワ
キ
ガ
と

い
ふ
」（
振
付
／
カ
ワ
ム
ラ
ア
ツ
ノ
リ
、

出
演
／
初
期
型
…
平
澤
瑶・も
っ
し
ゅ・

小
山
綾
子
・
喜
多
真
奈
美
・
糸
山
和
則
・

松
崎
淳
・
松
元
日
奈
子
・
カ
ワ
ム
ラ
ア

ツ
ノ
リ
）で

は
、
ダ
ン

ス
の
本
質

を
射
抜
く

作
風
で
観

客
を
笑
い

の
渦
に
巻

き
込
み
、

「
二
百
年
の

子
供
」（
振

付
／
藤
井

香
、
出
演

／
藤
井
彩

加
）
で
は
、

時
空
を
超

え
て
存
在

す
る
子
供

の
心
を
、

観
客
の
心

に
呼
び
覚

ま
し
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
わ
り
に
は
、本
公
演
の

お
約
束「
足
袋nce

体
操
」も
行
わ
れ
、

観
客
と
出
演
者
が
一
緒
に
踊
っ
て
体
を

ほ
ぐ
し
、全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了

し
ま
し
た
。 

※
前
述
の
勝
手
な
る
作
品
紹
介
は
、見

に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
々
へ
少
し
で

も
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
一
心
で
の

事
。

｜
｜ 

ど
う
か
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

 「
旅
す
る
小
さ
な
家
」

〜
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.13

 

藤
井　

香

十
一
月
九

日
、ヒ
ア
シ

ン
ス
ハ
ウ

ス
前
庭（
さ

い
た
ま
市
の
別
所
沼
公
園
内
）
に
て
、

「
あ
な
た
と 

ど
こ
で
も
ア
ー
ト
実
行

委
員
会
＆
Ｓ
Ｍ
Ｆ（Saitam

a M
use 

Forum

）
主
催
に
よ
る『
旅
す
る
小

さ
な
家
〜
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目

vol.13

』」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、公
募
で
選
ば
れ
制
作
さ
れ
た

可
動
式
の〈
旅
す
る
小
さ
な
家
〉
の
完

成
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
、建
築
・

美
術
・
文
学
・
ダ
ン
ス
・
音
楽
の
複
合
イ

ベ
ン
ト
に
、「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の

目
」が
委
託
を
受
け
て
開
催
し
た
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。そ
の
所
以

か
ら
、踊
り
を
見
た
こ
と
が
無
い
方
々

が
観
賞
者
の
大
半
を
占
め
、そ
の
ま
っ

す
ぐ
な
鑑
賞
眼
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。 

「
身
体
っ
て
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
の

ね
。」「
踊
り
は
文
学
だ
わ
。１
本
の
小

説
を
見
た
み
た
い
。」「
音
楽
の
無
い
状

態
で
踊
っ
て
い
る
時
に
も
、音
楽
が
聴

こ
え
て
来
る
わ
〜
。」「
面
白
い
わ
ね
ぇ
、

笑
っ
ち
ゃ
う
わ

〜
。
踊
り
で
は

可
笑
し
味
が

出
せ
る
の
ね
。

人
間
っ
て
、
滑

稽
な
生
き
物

で
す
も
の
ね
。」

等
々
。 

ま
た
、初
回
か

ら「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目
」に
参
加

し
続
け
て
き
た
舞
踊
作
家
た
ち
の
成

長
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
の
尊
さ
と
、舞
踊
界
の
主

流
に
属
さ
な
い
個
性
を
育
て
る
こ
と

の
尊
さ
を
体
感
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

｜
｜ 

た
ゆ
ま
ぬ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

続
け
る
出
演
者
に
、感
謝
。 

※
プ
ロ
グ
ラ
ム 

①
旅
す
る
人（
振
付
・
出

演
／ 

江
積
志
織
） 

②
地
喜（
じ
き
）（
振

付
／
枻
川
真
理
子
、出
演
／
多
田
直
子
・

枻
川
真
理
子
） 

③
レ
イ
ヤ
ー（
振
付
／
桜

井
陽
、出
演
／
海
保
文
江
・ 

藤
井
彩
加
・

上
村
有
紀・東
伊
都
美・ 

桜
井
陽 

④
二
つ

の
場
所
で
起
こ
る
こ
と（
振
付
／
愛
智
伸

江
、出
演
／
愛
智
伸
江・髙
橋
純
一
） 

※
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
様
子
を

記
し
た
も
の
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ（Saitam

a 
M

use Forum

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

SM
F Press back num

ber PD
F

（h
ttp://artplatform

.jp/sm
f-

press/SM
F-Press20.pdf

）よ
り
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

フ
リ
マ
出
店 

十
月
一
八
日
、

「
コ
レ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
の

目
」
で
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
資
金
調
達

と
、
地
元
市

民
へ
の
宣
伝

の
た
め
、
イ
オ
ン
せ
ん
げ
ん
台
第
二
駐

車
場
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し

て
来
ま
し
た
。
売
上
金
額
は
、な
ん
と
、

四
六
、五
三
〇
円
！ 

ご
家
庭
の
不
用
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ま
、そ
し
て
、買
い
に
来
て

下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

来
年
度
は
、都
内
近

郊
と〈
こ
し
が
や
能
楽
堂
〉
近
辺
で
、計

三
回
の
フ
リ
マ
出
店
を
計
画
し
て
い
ま

す
。も
し
、不
用
品（
食
品
と
大
型
家
具

は
除
く
）等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご

提
供
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
！ 

フ
リ
マ
用
品
送
り
先
：

〒
３
３
６‐０
０
２
５ 

さ
い
た
ま
市

南
区
文
蔵
三
の
一
八
の
二   

藤
井
香 

宛 

『
平
成
27
年
度
の

　
　

ス
タ
ー
ト
に
願
う
』

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長
　
　
　

中
村
友
美

　

２
０
１
５
新
年
を
過
し
、世
界
・
国

内
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
恐
怖
を
感
じ

る
。
70
年
前
5
才
に
な
る
少
し
前
、

私
は
3
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
を
体

験
し
た
。
逃
げ
ろ
！
の
声
で
防
空
壕

か
ら
出
る
と
家
々
の
窓
か
ら
真
っ
赤

な
火
が
燃
え
上
が
っ
て
い
た
。
母
と

手
を
繋
ぎ
焼
夷
弾
が
落
ち
る
中
、
ひ

た
す
ら
走
り
新
宿
御
苑
近
く
の
茂
み

に
身
を
ひ
そ
め
一
夜
を
明
か
し
た
。

全
て
が
焼
け
、
多
く
の
人
が
亡
く

な
っ
た
。
二
度
と
有
っ
て
は
な
ら
な

い
。

平
和
な
今
、
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
何
事

も
知
る
情
報
過
多
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

ラ
イ
ン
で
身
勝
手
な
投
稿
を
し
て

他
人
の
心
を
傷
つ
け
る
。
人
と
し
て

自
身
の
言
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
と

不
安
に
な
る
。
舞
踊
を
通
し
て
子
供

達
に
命
の
尊
さ
優
し
い
心
を
伝
え
た

い
。

　

去
る
3
月
1
日
、
埼
玉
県
舞
踊
協

会
は「
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
、活
気
溢
れ
る

協
会
員
13
団
体
の
作
品
（
出
演
総
数

４
２
０
名
）
と
昨
年
の
埼
玉
全
国
舞

踊
コ
ン
ク
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
部
・
児
童

部
上
位
入
賞
作
品
披
露
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
上
演
し
、
26
年
度
最
後
の
事
業
を

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
総
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、

協
会
総
力
を
挙
げ
て
「
第
48
回
埼
玉

全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
」（
7
／
22
～

29
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）、秋

に
は
次
代
の
優
れ
た
舞
踊
家
育
成
を

目
指
し
た「
ス
テ
ー
ジ
１
」
公
演（
彩

の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
小
ホ
ー

ル
）、
ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目　

足
袋

nce@

能
楽
堂「
茸
」
は
、
狂
言
師
深

田
博
治
氏
他
の
協
力
を
得
て
狂
言
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
越
谷
能
楽

堂
に
て
開
催
を
予
定
、
そ
の
他
若
い

協
会
員
の
為
の
活
動
の
場
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

不
安
な
世
界
・
国
内
情
勢
を
見
据

え
て
、
私
た
ち
は
舞
踊
を
通
し
て
自

分
自
身
の
思
い
や
願
い
を
発
信
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
々
に
夢
と
希
望

を
与
え
ら
れ
る
作
品
を
創
作
し
発
表

す
る
活
動
を
続
け
る
強
い
意
志
を
持

ち
、
明
る
い
舞
踊
県
さ
い
た
ま
の
未

来
を
目
標
に
、
協
会
員
の
皆
様
が
こ

の
一
年
を
活
発
に
活
動
し
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
願
っ
て
、
新
年
度
の
ご
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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協
会
員
催
し
物
ご
案
内

２
０
1
5
年
4
月
〜
10
月

島
村
睦
美
バ
レ
エ
研
究
所
発
表
会

◎
4
／
29（
水
・
祝
）  

16

：

00

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
6
4
1
）6
5
7
5	

島
村
睦
美

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
61
回 

津
田
郁
子
・
若
松
美
黄

　 M
odern B

allet 

研
究
所 

生
徒
発
表
会

◎
5
／
3（
日
）  

13

：

30	

埼
玉
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
3
）9
4
1
0	

津
田
郁
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
15
回
ア
キ
オ
キ
ム
ラ
遠
藤
彩
子

　
　
ダ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

◎
5
／
5（
火・祝
）  

14

：

00 
	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
7
7
）6
8
8
5	

ア
キ
オ
キ
ム
ラ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
キ
コ・カ
ン
ダ 

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演	

《
有
料
》

「
連
星
」

◎
5
／
9（
土
）  

13
:

00
・17
:

00

◎
5
／
10（
日
）  

14
:

00

	

東
京
芸
術
劇
場
　
シ
ア
タ
ー・イ
ー
ス
ト

☎
0
4
8（
6
4
5
）6
5
5
1	

市
川
紅
美

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
7
回
弓
削
多
淳
子
バ
レ
エ
教
室
発
表
会

◎
5
／
10（
日
）  

16

：

00	

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

☎
0
4
2
9（
8
5
）3
6
1
1	

弓
削
多
淳
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
42
回 

腰
塚
な
つ
子
バ
レ
エ
ア
ト
リ
エ
発
表
会

◎
6
／
27（
土
）  

16

：

00

 	

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
6
5
2
）2
3
4
5	

腰
塚
な
つ
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
村
友
美・上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

第
42
回
発
表
会

◎
7
／
5（
日
）  

16

：

00

 	

春
日
部
市
民
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
7
3
4
）5
0
0
4	

中
村
友
美

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

カ
ト
レ
ア
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
7
／
20（
月・祝
）

	

彩
の
国
芸
術
劇
場 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
2
5
）2
6
5
4	

三
浦
利
枝

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ジ
サ
ト
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
第
57
回
発
表
会

◎
8
／
9（
日
）  

15
:

30

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

☎
0
3（
3
9
9
5
）2
2
1
8	

藤
里
照
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
15
回 

伊
藤
京
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
定
期
発
表
会

◎
8
／
9（
日
）  

16

：

30

和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
ア
ゼ
リ
ア 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
9（
2
3
3
）6
2
4
4	

伊
藤
京
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

マ
リ
エ
バ
レ
エ 

第
14
回
発
表
会

◎
8
／
23（
日
）  

17

：

00

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
2
2
2
）1
5
3
5	

矢
嶋
麻
律
絵

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

第
15
回
発
表
会

◎
9
／
6（
日
）  

16

：

00

さ
く
ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
5
2
7
）5
4
4
5	

文
月
　
玲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
公
社
）日
本
バ
レ
エ
協
会 

関
東
支
部 

埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク 

第
28
回
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
公
演	

《
有
料
》

◎
9
／
13（
日
）  

	

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
8
6
）6
4
2
0	

河
上
正
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本
教
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

創
立
40
周
年
記
念
公
演	

《
有
料
》

◎
9
／
27（
日
） 

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
2
）3
5
1
7	

山
本
教
子

◎
編
集
後
記

　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
、毎
年
恒
例
の
行
事
、

公
演
を
協
会
員
皆
様
の
協
力
で
進
め
て
い

ま
す
、皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

広
報
部  

笠
原
千
珂
子

山
本
教
子

「
温
か
い
！
」

　

第
29
回
国 

民
文
化
祭

　
　
　

あ
き
た
２
０
１
４ 

藤
井　

香

 　

二
〇
一
四
年
十
月
十
二
日
、

能
代
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
、「
現
代
舞
踊
の
祭
典
.
石
井

漠
か
ら
未
来
へ
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
民
性
で
し
ょ
う
か
、出

会
う
人
す
べ
て
が
温
か
か
っ
た

印
象
が
あ
り
ま
す
。
開
催
市
で

あ
る
能
代
市
の
市
長
・
齊
藤
滋

宣
氏
（
実
行
委
員
会
会
長
）
は
、

参
加
団
体
代
表
者
の
顔
と
名
前

を
憶
え
て
い
て
、
自
ら
ご
当
地

酒
を
注
い
で
歓
談
し
て
回
り
、

大
い
に
飲
み
、
公
演
会
場
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
優
し
く

気
配
り
を
し
て
下
さ
り
、
街
中

で
は
損
得
抜
き
の
親
切
に
出
会

い
・
・
・
。
余
生
は
こ
こ
に
移
住

し
よ
う
か
・
・
・
、と
思
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
し
た
。 

　

公
演
は
、
秋
田
出
身
の
現
代

舞
踊
の
先
駆
者
・
石
井
漠
作
品

の
上
演
か
ら
始
ま
り
、
台
湾
の

李
彩
娥
舞
団
（
石
井
漠
門
下
）、

福
岡
県
の
黒
田
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
、
徳
島
県
の
あ
す
な
ろ
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
檜
瑛
司
創
作
舞

踊
研
究
所
）、
静
岡
県
の
佐
藤
典

子
舞
踊
団
、神
奈
川
県
の
黒
沢
・

下
田
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
、

東
京
都
の
石
井
漠
記
念
創
作
舞

踊
団
・
金
井
桃
枝
舞
踊
研
究
所
・

坂
本
秀
子
舞
踊
団
、
埼
玉
県
の

彩
の
く
に
創
作
舞
踊
団
の
、
今

を
生
き
る
現
代
舞
踊
の
力
作
を

披
露
し
、最
後
に
、深
い
自
然
と

人
々
の
営
み
を
描
い
た
秋
田
県

の
大
作「
秋
田
・
輝
く
季
節
」（
原

案
・
構
成
：
棚
橋
鮎
子
、戸
松
く

み
子
、
渡
部
立
子
／
振
付
：
大

川
妙
子
）が
上
演
さ
れ
、
大
喝
采

の
下
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　

相
手
の
個
性
を
た
た
え
、
励

ま
し
合
う
参
加
者
同
士
の
交
流

も
あ
り
、
能
代
市
の
温
か
な
土

地
柄
が
、
参
加
者
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
た
国
民
文
化
祭
で
し

た
。

◎
協
会
員
の
新
年
会

山
中
有
子

　

二
〇
一
五
年
度
の
新
年
会
が
、一
月

十
二
日（
月
）に
浦
和
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ

ン
ズ
ホ
テ
ル
の
ミ
ケ
ー
ラ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

中
村
友
美
会
長
を
は
じ
め
、
藤
井
利

子
名
誉
会
長
を
中
心
に
二
十
九
名
の

参
加
で
し
た
。

く
じ
引
き
で
座
席
を
決
め
て
、
皆
、

し
っ
か
り
と
座
し
て
飲
食
を
楽
し
み
、

穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。
終

会
間
際
に
、
舞
踊
活
動
の
近
況
報
告

が
あ
り
ご
高
齢
の
先
生
方
の
ご
活
躍

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

後
輩
の
私
た

ち
に
、発
破
を

か
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、店
前

で
集
合
写
真

を
撮
り
、
散

会
し
ま
し
た
。

◎
編
集
後
記

　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
、
毎
年
恒
例
の

行
事
、
公
演
を
協
会
員
皆
様
の
協
力

で
進
め
て
い
ま
す
、皆
様
方
か
ら
の
ご

意
見
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
に
総
会
が
あ
り
ま
す
、
ご
予
定

く
だ
さ
い
。

広
報
部  

笠
原
千
珂
子

山
本
教
子

彩の国さいたま芸術劇場での競演  バレエ・モダンダンスの会
平成27年度

第42回ステージⅠ
舞踊県さいたまを目指した創造性豊かでフレッシュな舞台空間にご期待ください。

次代のすぐれた舞踊家育成を目指した研究発表

参 加 者 募 集 ! !
35作品前後、3分〜7分位までの作品

会場／彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
日時／2015年9月19日（土）・20日（日）

第
48
回
バ
レ
エ・モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
踊
評
論
家 　

 

門　

行
人

　

少
子
化
の
影
響
な
ど
で
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
オ
の
経
営
が
苦
し
い
と
聞
く
が
、

そ
れ
は
克
服
す
べ
き
課
題
に
す
ぎ
な

い
。
二
十
年
も
三
十
年
も
市
場
の
よ

う
す
が
変
わ
ら
な
い
業
種
は
き
わ
め

て
少
な
い
。
ど
の
業
種
も
常
に
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
対
応
を
変
え
て

い
る
。
現
代
舞
踊
で
は
先
人
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
も
の
に
大
き
な
価
値

が
あ
る
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
れ
を

継
承
し
て
も
ら
う
と
し
て
も
、
入
口

は
も
っ
と
は
る
か
に
当
世
風
で
い
い

だ
ろ
う
。
ま
ず
お
も
し
ろ
が
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。ダ
ン
ス
そ

の
も
の
は
以
前
よ
り
身
近
に
な
っ
て

い
る
。そ
れ
を
追
い
風
に
で
き
る
か
ど

う
か
が
舞
踊
家
の
甲
斐
性
で
あ
る
。

　

第
48
回
を
迎
え
た
今
回
の
バ
レ
エ
・

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
昨
年
行
わ
れ
た
埼
玉
全
国
舞
踊

コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
入
賞
者
の
演
技

に
続
き
、
13
の
ス
タ
ジ
オ
が
作
品
を

披
露
し
た
。そ
の
中
に
は
、今
日
的
な

工
夫
が
よ
く
見
え
る
も
の
も
、
そ
う

で
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

●
す
ゞ
き
さ
よ
こ
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教

室
の『
ア
フ
リ
カ
紀
行
』
は
、ア
フ
リ

カ
風
配
色
の
衣
装
で
雨
乞
い
の
踊
り

を
モ
ダ
ン
化
し
た
作
り
。
技
術
を
前

面
に
出
し
た
と
こ
ろ
よ
り
、雨
が
降
っ

て
き
た
場
面
の
自
由
な
動
き
に
魅
力

が
あ
っ
た
。

●
新
野
正
代
舞
踊
研
究
所
は『
ほ
た

る
の
仲
良
し
家
族
』
と『
目
指
せ
！

ト
ッ
プ
オ
タ
！
！
〜
ど
た
ば
た
ア
キ

バ
奮
闘
記
』の
２
本
を
出
品
。『
ほ
た
る

…
』
は
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
中
心
。

難
し
い
こ
と
を
せ
ず
、
駆
け
回
る
自

由
さ
を
生
か
し
た
作
り
が
い
い
。『
…

ト
ッ
プ
オ
タ
…
』は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
オ
タ
ク
を
一
堂
に
見
せ
る
も

の
だ
が
、
チ
ェ
ッ
ク
の
ネ
ル
シ
ャ
ツ

を
着
た
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
の
オ
タ
ク

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
も
う
少
し

多
様
性
が
ほ
し
か
っ
た
。
な
か
で
は

男
役
に
扮
し
た
宝
塚
オ
タ
ク
が
異
様

な
存
在
感
を
示
し
て
お
り
、
娘
役
と

絡
ま
せ
る
な
ど
し
て
活
躍
さ
せ
て
も

よ
い
と
思
わ
れ
た
。
サ
イ
リ
ウ
ム
を

使
っ
た「
オ
タ
芸
」
も
見
ど
こ
ろ
だ
っ

た
が
、ホ
ン
モ
ノ
の
激
し
さ
に
は
及
ば

な
か
っ
た
。

●
山
路
瑠
美
子
バ
レ
エ
研
究
所
新
座

教
室
は『
二
羽
の
鳩
』
の
寸
景
。キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
ス
の
曲
を
ポ
ワ
ン
ト

で
踊
る
場
面
は
違
和
感
が
あ
っ
た
が
、

全
体
的
に
は
、
ラ
イ
ン
の
出
し
方
や

ポ
ー
ズ
へ
の
移
行
な
ど
、
要
所
を
よ

く
押
さ
え
て
い
て
感
心
し
た
。

●
吉
田
久
木
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究

所
は『
明
日
へ
』。い
く
通
り
か
の
衣
装

を
着
た
ダ
ン
サ
ー
が
、
手
に
持
っ
た

大
小
の
白
い
ボ
ー
ル
を
互
い
に
受
け

渡
す
。技
術
は
さ
り
げ
な
く
、大
勢
の

振
り
に
少
し
ず
つ
変
化
が
あ
っ
て
ひ

き
つ
け
ら
れ
る
。ボ
ー
ル
は「
踊
る
心
」

の
比
喩
だ
そ
う
だ
が
、
筆
者
は
地
球

を
表
し
た
も
の
と
捉
え
て
勝
手
に
感

銘
を
受
け
た
。
そ
れ
く
ら
い
の
広
が

り
を
持
つ
作
品
。

●
中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン
バ
レ

エ『
熱
国
の
巻
』は
、動
く
と
い
う
こ
と

の
原
点
に
目
を
向
け
て
い
る
。
変
化

す
る
速
度
を
味
わ
い
尽
く
し
た
り
、

腕
を
持
ち
上
げ
る
だ
け
で
音
と
遊
ん

だ
り
、
舞
踊
の
興
が
難
技
に
の
み
宿

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

●
和
加
枝
舞
踊
研
究
所『
枯
尾
花
の

お
っ
ほ
・
ほ
・
ほ
』
は
役
柄
ご
と
に
グ

ル
ー
プ
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
単
純

な
し
ぐ
さ
が
ル
ー
プ
す
る
お
も
し
ろ

さ
で
、
永
劫
回
帰
の
よ
う
な
雰
囲
気

を
作
っ
て
い
る
。
第
27
回
初
演
と
い

う
か
ら
ず
い
ぶ
ん
前
の
作
品
だ
ろ
う
。

構
成
を
整
え
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る

の
は
当
時
の
風
潮
を
反
映
し
た
も
の

か
。

●
堀
部
明
里
バ
レ
エ
研
究
所
は『
ブ
ラ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
』。
楽
聖
バ
ッ

ハ
の
曲
調
を
追
う
と
ど
う
し
て
も
テ

ク
ニ
ッ
ク
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。理
想
よ
り
ま
ず
は
一
人
一

人
の
踊
り
手
が
大
事
だ
。

●
谷
乃
梨
絵
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ『
羊
飼
い
の
丘
』は
、羊
役
な
の
か
、

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
い
し
、

も
っ
と
年
長
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
振

り
を
よ
く
こ
な
し
て
い
る
。た
だ
、そ

れ
は
そ
れ
で
、
振
付
を
再
現
す
る
だ

け
に
な
る
危
険
を
秘
め
て
い
る
。

●
マ
ヤ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ『
ベ
ニ
テ
ン

グ
タ
ケ
の
お
話
』は
ず
る
い
！
赤
に
白

い
水
玉
の
大
き
な
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

キ
ノ
コ
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち
は
か

わ
い
す
ぎ
る
！
回
る
と
衣
装
の
裾
が

広
が
る
と
か
、
た
だ
首
を
揺
ら
す
だ

け
と
か
、
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
が
お

そ
ろ
し
く
か
わ
い
く
て
、
会
場
の
空

気
を
一
手
に
さ
ら
っ
た
。

●
藤
井
・
上
原
舞
踊
研
究
所
の『
ア
ル

プ
ス
の
少
女
』は
牧
場
の
風
景
を
描
い

た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
役
柄
が
今
ひ

と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
内
容
的
に

も
、Ｙ
字
バ
ラ
ン
ス
な
ど
や
や
技
術

先
行
。意
外
な
気
が
し
た
。

●
文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
の『
ラ

ヴ
』は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
動
物
た
ち
を
描

い
た
も
の
ら
し
い
。メ
イ
ク
を
し
て
動

物
に
な
り
き
る
楽
し
さ
の
中
で
、
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
見
せ
方
を
自
然
に
学
べ

る
も
の
と
思
わ
れ
、好
ま
し
か
っ
た
。

●
川
名
今
朝
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ

ジ
オ
の『
悪
魔
の
棲
む
森
』
は
6
つ
の

シ
ー
ン
で
物
語
を
紡
い
で
い
る
が
、あ

ま
り
に
ガ
ッ
チ
リ
で
き
す
ぎ
て
い
て

自
由
闊
達
さ
に
欠
け
る
憾
み
が
あ
っ

た
。

●
窪
内
絹
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所

の『
風
物
語
〜
悠
久
の
刻
を
こ
え
て

〜
』は
国
や
民
族
の
興
亡
を
横
目
に
し

つ
つ
吹
き
渡
る
風
を
表
し
た
も
の
か
。

反
動
を
使
っ
た
脱
力
な
ど
の
基
本
的

な
体
の
使
い
方
を
抽
象
的
な
雰
囲
気

の
表
現
に
生
か
し
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
、
既
成
観
念
に
と
ら

わ
れ
な
い
自
由
さ
の
中
に
踊
り
手
を

遊
ば
せ
る
妙
味
は
、
若
手
よ
り
ベ
テ

ラ
ン
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。観
客
の
立
場
か
ら
す
る
と
、な

に
か
を「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
踊
り
を

見
る
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
は
そ
う
そ
う

な
い
。自
発
性
の
き
ら
め
き
が
、な
ん

と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

評 第48回 バレエ・モダンダンスフェスティバル
川口リリアメインホール　3月1日（日）

「温かい！」 第29回 国民文化祭・あきた2014
能代市文化会館大ホール　2014年10月12日（日）

　舞台役者を目指して地方から上京し舞台芸術学院に入り劇団を
経てクラシックバレエと出会いました。
その後、劇団を退団しクラシックバレエのメソッド、カリキュラムに
共感を覚え、縁があり松山バレエ団に入団。
但し始めた時には、年令と肉体的な事からダンサーは難しく、勉強
し色々な人々にバレエを広めたいという思いになりました。
森下洋子、清水哲太郎氏に出会えた事が非常に大きく、さまざまな
全幕物やバレエ団の作品作りを経験できた事が今の自分があると
感じています。
日本国内はもちろん、海外公演(イギリス、ギリシャ、イタリア、アメ
リカ、中国、他)を経験し実感出来た事も良かったかなと思います。
作品をまねるのは簡単な事ですが、自分で作り出す事の楽しさ、素
晴らしさを知る事は大事な事、僕の好きな素敵なバレリーナは、人
として成長出来る人、インスピレーションで身をみがき感情の幅を
拡げて音楽を感じ喜びや悲しみの内面を表現できる人、そういう作
品を観ると感動します。

佐藤良寛ク ラシックバレエとの出会い2016 伸びゆく彩の国さいたまの子どもたちによる

第49回 バレエ・モダンダンス
フェスティバル

埼玉県舞踊協会 会員の生徒たちによる楽しい合同フェスティバル！

2016年3月に開催予定
是非ご参加下さい！

会場／川口リリアメインホール
主催／埼玉県舞踊協会

埼玉県民芸術文化祭 2015 参加

     埼玉全国舞踊コンクール 2015
《会場》さいたま市文化センター   大ホール・小ホール（入場無料）

  《日時》7月22日（水）〜29 日（水）
《主催》埼玉県舞踊協会　《共催》（財）さいたま市文化振興事業団

第48回

期日 大ホール 小ホール

7/22（水） クラシックバレエ 1部 予選 創作舞踊部門 予選
23（木） クラシックバレエ 2部 予選 モダンダンス 1部 予選

24（金）
クラシックバレエ 2部 予選

モダンダンス 2部 予選
クラシックバレエ ジュニア部 予選

25（土） クラシックバレエ ジュニア部 予選 モダンダンス 2部 決選
26（日） クラシックバレエ 2部 決選 モダンダンス ジュニア部 予選
28（火） クラシックバレエ ジュニア部 決選 モダンダンス ジュニア部 決選

29（水）
クラシックバレエ 1部 決選 モダンダンス 1部 決選

創作舞踊部門 決選 
 表彰式

コンクールへの参加はホームページからのみ受付いたします
【埼玉県舞踊協会ホームページ】

http://www.saitamaken-buyoukyokai.jp


